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指導変革の軌跡 学校改革　◎　兵庫県立神戸高校

1年生1学期　保護者への意識付け

「JMOOC」がもたらす高大接続の新たな形とは？

生きたデータの
徹底研究

半歩未来を考える
教育オピニオン

高知県立岡豊高校　井上祐子先生

表紙の学校

思いを１つに

　高知県立岡豊高校の部活動は熱い。毎朝６時半には各部が練習す
る大きな声が学校中に響き、放課後は、全体練習後に黙々と自主練習
に励む姿が見られる。部の加入率は８５％。運動系・文化系いずれも
全国大会出場や県大会で上位入賞する部が多いことから、部活動の
ために入学し、１時間半を掛けて自転車通学する生徒がいるほどだ。
　ただ、どんなに毎日練習に打ち込んでも、全員がレギュラーになれ
たり全国大会に出場できたりするわけではない。それでもひたむきに
頑張る生徒たちだからこそ、社会に大きく羽ばたく力を付けてほしい
と立ち上がったのが、「生路部」だ。そこでは、生徒指導部と進路指導部、
担任、学年主任、各部の顧問が情報を共有しながら、生徒の希望進路
がかなうよう支援する。合言葉は「社会人のレギュラー」だ。進路指
導部主任の井上祐子先生は言う。「部活動で培われる礼節や人間性は、
社会で生きる上で大切な要素となりますが、生徒は部活動に集中し
がちです。自分の将来を考え、その実現に必要な学力にも同様に意識
を向けるよう、教師がそれぞれの立場から生徒に働き掛けています」。
　井上先生は、来校した大学や企業の人から褒められたこと、指摘
されたことを生徒たちに伝える。部の顧問は、補習が必要な生徒に
は補習に参加するように声を掛ける。教師の足並みのそろった指導は、
生徒の意識を徐々に高めている。英語と数学の朝補習を毎日行い、
放課後に週１回公務員講座を開くが、参加する生徒が増えてきた。「朝
補習に参加して、難解な英語も面白いと思うようになりました」「将
来のために何が必要か、真剣に考えるようになりました」と話す生
徒たち。教師が一枚岩になって生徒と向き合う。その思いは生徒の
心に届き、生徒の未来を変えていく。

学校の仲間と語る
「私たちはなぜ学ぶのか？」

http://berd.benesse.jp
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